
休日当番医 ●休日当番医テレホンサービス
☎0475（50）2531

▼︎受付時間　午前＝９時～11時30分　午後＝13時～16時30分
※�都合により当番医が変更になる場合もあります。また、専門以外のときは診療できな
い場合があります。

月 日 医 療 機 関 名

8/3 ㈰ はっとり内科クリニック（東金市）
☎ 0475(71)3190

岩崎医院（山武市）
☎ 0479(86)2217

8/10 ㈰ とうがね中央糖尿病腎クリニック（東金市）
☎ 0475(54)2421

山崎医院（横芝光町）
☎ 0479(82)0561

8/11 ㈪ 岡崎医院（東金市）
☎ 0475(52)3313

高橋医院（山武市）
☎ 0475(82)2450

8/17 ㈰ 鈴木クリニック（大網白里市）
☎ 0475(71)2033

伊藤医院（山武市）
☎ 0475(82)2508

8/24 ㈰ 天野内科クリニック（東金市）
☎ 0475(55)3986

大平医院（山武市）
☎ 0479(86)6012

8/31 ㈰ ふるがき糖尿病内科医院（東金市）
☎ 0475(52)7022

鈴木医院（横芝光町）
☎ 0479(82)0126

※電話番号をご確認の上、問い合わせください。
●山武郡市急病診療所（東金市）☎0475（50）2511（受付時間20時～21時45分）
●時間外の受診（消防本部指令課） ☎0475（55）0119

おすすめ料理 ●おからで手作り健康おやつ！●

おからドーナツ
（１個分５６キロカロリー、食塩相当量０．１ｇ）

食物繊維もたっぷりなおやつです。お子さんからお年寄りまで、みんな
大好きな素朴な味わいです。
●
材
料
　約

20
個
分

　　ホットケーキミックス　１５０ｇ
　　おから　　　１５０ｇ
　　牛乳　　　　５０ｃｃ
　　卵　　　　　１個
　揚げ油　　　　適量
　グラニュー糖　大さじ２

●
作
り
方

①Ａをボウルに入れ、よく混ぜる。
②①を20個に分け丸くして、１７０℃の油できつね色になるまで揚げる。
③お好みでグラニュー糖をふる。

食生活改善会　白里支部

　６月14日、木更津市江川海岸で、
市青少年相談員連絡協議会が主催す
る「潮干狩り大会」が開催されまし
た。当日は１０２人の申し込みの中
から抽選で選ばれた73人が参加し、
相談員が見守る中、たくさんの子ど
もたちが楽しみました。
　会場では、「ここにたくさんいる
よ！」「カニやヤドカリもいる！」と、
あちこちで歓声が上がり、子どもた
ちも楽しんでいる様子でした。
　参加者からは「とても楽しかっ
た！また来年も参加したい」、「たく
さん採れてうれしい！」との感想が

ありました。
　青少年相談員は、スポーツやレク
リエーション活動を通して、青少年
の健全育成に貢献するさまざまな活
動を行っています。

　６月28日、保健文化センターで、戦時中の郷土
を学ぶことで戦争の悲惨さと平和の大切さを学ぶ機
会として元睦沢町立歴史民俗資料館長　久野一郎氏
を招き、講演会を開催しました。68人の参加者が、
「終戦の日に消えた零戦」に関わる話を聞き、参加
者からは「身近な地域における歴史や戦争の影響を
学ぶことが出来て大変良かった」との感想があり、
平和の尊さについて改めて考える、またとない機会
となりました。

　６月30日、大網駅南地区まちづくり協
議会の代表者5人から「大網駅南地区まち
づくり構想の提言書」と「都市基盤施設の
整備や浸水対策に関する要望書」が市長に
提出されました。
　今後も引き続き、市の玄関口にふさわしい
魅力あるまちづくりの実現に向け、同協議会
と市が協働して、取り組んでまいります。

　７月５日、市子ども会育成連絡協議
会、市社会福祉協議会白里支部、市社
会を明るくする運動実施委員会による
「ふれあいさわやか運動」が開催され、
海開きに先立ち、白里海岸の清掃を行
いました。
　当日は１４５人が清掃活動に参加
し、きれいで安全な砂浜となりました。

　６月27日、市長室で「東大あぐりえこ
ん。」(以下「学生団体」)の皆さんと、学
生団体と市の協働による地域おこしをテー
マに、ふれあいミーティングを行いました。
♦学生であることを強みに
　有志の活動の場となることや、農業の関係人口を増やすことを目的に、農業
や食に関する取り組みで、学生にしかできない地域振興に挑戦しています。
♦農業と地域を学び知って
　市内での定期的な農作業ボランティアで農業を学ぶとと
もに、市の特産品販売などを通じて市を広くＰＲする中で、
市の豊かな自然環境や住宅都市としての特性について理解
を深め、まちづくり参画への意欲が高まりました。
♦新たな地域おこしの未来へ
　市の認知度やブランド力の向上と、若者が集まるまちの実現を目指し、学生
団体と市の協働で「東大生地域おこしプロジェクト」を始動しました。まずは、
学生団体主体で「地域共創プランコンテスト」を企画し、市公共施設で8月5
日㈫に事前学習を行い、8月20日㈬～ 23日㈯に3泊4日のプログラムで、学生
が市内の農業者や商工業者などと直接対話し、柔軟な発想と市の魅力を掛け合
わせたアイデアを磨き上げ、地域活性化のプランを提案します。

青少年相談員連絡協議会主催
潮干狩り大会を開催

市民公開講座「戦後80年　戦争と
平和を考える講演会」を開催

大網駅南地区まちづくり協議会
がまちづくり構想を提言

“未来に向けて　みんなでつくろう！　住みたい・住み続けたいまち”

白里海岸をきれいに
～海岸清掃を実施～

10.5pt平90％オブジェクト10pt正体オブジェクト

　県立長生高校３年生の戸田武瑠さ
んの研究が、国学院大学・高校生新
聞社が主催する「第20回地域の伝
承文化に学ぶ」コンテストにおいて、
地域文化研究部門(個人)の最優秀
賞とさらに最も優れた研究として選
ばれる折口信夫賞を受賞し、金坂市
長と川崎教育長へ喜びの声を届けて
くれました。
　戸田さんは高校２年生の時に山辺
地区の道端にある卒塔婆に疑問を持
ち、地区の方々から聞き取り調査
し、「千葉県大網白里市山辺地区に

おける講の現状」を研究成果として
まとめました。市長、教育長と歓談
を進める中で新たな発見があり、「今
後も市内の民俗行事の研究を続けた
い」と意気込みを語りました。

市内の高校生が「地域の伝承文化に学ぶ」
コンテストの折口信夫賞を受賞

▲東大あぐりえこん。の皆さんと

▲活動の様子

▲対談の様子

A

▲食生活改善会の
　おすすめレシピ

東大あぐりえこん。
　東京大学農学部生を中心とする学
生団体で、地域住民と関わり、学生
ならではの視点で農業や地方の魅力
を再発見し、地域おこしにつながる
活動に取り組んでいます。

学生団体
ホームページ▶
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